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＜連絡事項＞

・本日、呂Dr.による「ショックとＣＲＰ」の看護グループ内研修があります。

・５月２６日（木）13：00、措置入院（斉藤　仁和様、４３歳、躁うつ病）の予定です。

＜患者様連絡事項＞

・切明　茂雄様～昨日の採血の結果を主治医へ報告しています。臨時薬のセフジトレンピボシキルは飲み切り中止で、経過観察の指示が出ています。

・河原木　カノ様～５月２５日（水）24：00までの点滴が３本処方となっています。③に入っていたリントン（５）1Ａは副作用の恐れがある為、止めての指示となっています。また、拒絶が強く治まるか反応を見る為、セルシン（１０）１Ａ筋注の指示あり、実施しています。

グループホーム「ロジェ」のスタッフ２名が面会に来られ、主治医より現在点滴中であり、当初の１ヶ月の入院期間が延長する可能性がある事説明しています。ご家族様と検討し、グループホームは退所する方向で進めていくとの事。当院退院後は特別養護老人ホーム｢寿楽荘｣入所の手続きをするので、退院が決まり次第グループホーム「ロジェ」坂上さんへ連絡欲しいとの事です。

毎回排便（軟便）が続いている事を主治医へ報告し、毎日のシンラック液２０滴内服は中止とし、排便２日ない時、３日目にシンラック液２０滴服用の予測指示が６月７日（火）まで出ています。

・清水　由美子様～昨日下痢止め処方となっていましたが、排便困難の訴えあり、下痢止めは中止。また、その他の臨時薬本日昼より内容変更し、７日分処方となっています。フルメジンが止めとなっていたが、「ないと困る。」と強く希望した為、フルメジン（１）２Ｔ　２×朝・夕後７日分処方となっています。今後、デポ剤注射実施も検討しているとの事。

・吉田　良子様～本日昼より、臨時薬内容変更し、７日分処方となっています。レストラン

や自室が分からずホール内をウロウロしている事あり、介入要しています。

入院後1週間経過しています。日中臥床傾向であり、精神症状落ち着いているのであればプログラム導入も検討していく事としています。

・安達　貴浩様～腰痛の訴えあり、ナパゲルン軟膏1本処方となっています。

・小田　沙也加様～本日昼より、同内容にて臨時薬処方となっています。以前胃部不快訴えあり、主食を粥としていましたが、本人様が粥ではなく常食を配膳し食べているとの情報あり、また、胃部不快の訴えもない事から本日夕食から常食へ食事形態変更しています。

＜安ヶ平Dr.診察＞

・藤井　崇史様～尿漏れ、膝の振るえ、便が出にくいとの訴えあり、定期薬のエビリファイ朝・夕が朝のみになっています。また、臨時薬のユウパンが１週間分処方となっていましたが、本日の夕・就床前は除剤の指示あります。精神症状の観察と共に、副作用の観察も行っていきましょう。

・神田　直樹様～リスペリドン（２）→（１）へ減薬となっています。尿の出にくさを訴えており、水分を摂る様説明を受けています。また、血液検査の結果、ＣＫ値が緊急値の為、運動のし過ぎに注意する様にとの説明もあります。

・種市　久子様～レボトミン（２５）１Ｔ　８日分が処方され、以後定期となっています。

・和田　昌様～精神症状悪化に伴い、作業療法・リハビリテーションプログラムは長期欠席

の指示があります。また、多弁・興奮・易怒性強い事から、本日15：40、終

日隔離開始となっている。引き続き、精神症状の観察を行っていきましょう。

・木村　格治様～眠りが浅いとの訴えあり、フルミトラゼパム（１）１Ｔが追加処方となっています。

